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地域をつなぐ　民生委員・児童委員
民生委員制度は、今年で 100周年を迎えます

民生委員制度

大正6年に岡山県で「済生顧問制度」として発
足し、生活困窮者に対する援護活動を中心に活動
を展開しました。
その後、民生委員令公布（昭和21

年）により、救貧活動だけでなく、地
域の福祉増進のために今日まで幅
広い活動を行うようになりました。

地
域
で
孤
立
さ
せ
な
い

人
口
減
少
に
伴
う
少
子
高
齢
化
や
、
生

活
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、
今

ま
で
以
上
に
個
人
の
責
任
と
行
動
が
尊
重

さ
れ
て
い
る
反
面
、地
域
で
の
人
と
人
の
繋

が
り
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
社
会
変
化
の
な
か
で「
助
け
て
ほ

し
い
」「
頼
れ
る
人
が
い
な
い
」
と
い
う
切

実
な
声
は
、
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
ま
ま
埋

も
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

こ
う
し
た
１
人
で
苦
し
む
人
を
地
域
で

孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
日
々

の
問
題
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課
☎
23-

９

５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

はぁ～、もやもやする～

誰かに聞い
てもらいた

い…

▲ 100 周年の
　記念マーク
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
で
す
（
全
国
約
23
万
人
）。
ま
た
、
民
生

委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
給
与

は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
す
（
再
任
あ
り
）。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

主
な
役
割
は
、
担
当
す
る
地
域
で
暮
ら
す

身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
地
域
住
民
か

ら
の
生
活
の
心
配
事
や
困
り
事
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
定
期
的
な
訪
問
な
ど
を
通
じ

て
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち

を
中
心
と
し
た
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
相
談
事
が
解
決
で
き
る
よ
う
に
、

必
要
な
支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
紛
争

な
ど
の
仲
裁
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
が
住
む
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
誰
？

お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を

知
り
た
い
時
は
、

社

会
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

民生委員・児童委員には、法による守秘義務があります。
相談内容が他者に伝わることはありません。

福祉
サービスのこと 介護のこと 子育てのこと

虐待かも

●ひとり暮らしでさみしい
●災害が起こった時、避難
を助けてほしい

●生活費がない
●子どもの進学費がない
●定年退職後の生活費が不安

●困っているけど、どこ
に相談していいかわか
らない

●介護ばかりで自分の時間
がない
●介護保険はどうやって使
うの？

●子育てのことを相談でき
る人がいない
●子どもが学校に行かなく
なった

●隣の家の怒鳴り声と子
どもの泣き声がすごい
●近所の子どもが何日も
服を変えていない

●近所の人の姿を見かけない
●隣の家に何日分もの新聞
がたまっている民生委員・児童委員は

悩みの相談にのって、
必要な支援につなぎ
ますお金のこと

生活の不安 ご近所のこと
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話すことで少しは気持ちが楽になれますよ

子育ての悩みを相談

子育て中のお母さんは心細く、不安な気持ち
でいっぱいなんですね。そんな不安な気持ちを
解消できればという思いで、赤ちゃん訪問や子
育てひろばを始めました。当時、主任児童委員
の存在を知ってもらえるようにリーフレット
やポスターを作ってお知らせしました。

活動を始めた頃に訪問した赤ちゃん
は20歳になっておられます。健やかに成
長した姿を見届けることができるのは
とても嬉しいことです。

子
ど
も
が
心
を
開
い
て

く
れ
る
ま
で

私
が
主
任
児
童
委
員
の
活

動
を
始
め
た
当
時
は
、校
内
暴

力
な
ど
で
学
校
が
荒
れ
て
い

る
時
期
で
し
た
。ネ
グ
レ
ク
ト

や
い
じ
め
、ご
み
屋
敷
の
よ
う

な
家
庭
に
育
ち
、親
か
ら
の
愛

情
を
知
ら
な
い
子
ど
も
が
学

校
生
活
で
逸
脱
し
て
し
ま
っ

て
い
る
現
状
で
し
た
。こ
の
よ

う
な
現
場
で
は
、親
で
も
学
校

の
先
生
で
も
な
い
立
場
で
関

わ
る
こ
と
で
子
ど
も
が
心
を

開
い
て
話
し
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
は
女
性
が

多
い
で
す
が
、悩
み
を
抱
え
た

人
の
気
持
ち
を
汲
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
男
性
女
性

と
も
に
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

子どもは地域で守る

活動を通じて、学校・生徒・
児童・住民とのつながりを持
つことができました。
私が住む地域では、子ども
たちが地域の大人から学ぶこ
とができる活動が盛んで、世
代を超えて交流することで大
人も自然に笑顔になります。
成長した子どもに声をかけら
れた時は嬉しかったですね。

橋
渡
し
が
役
割

就
任
し
た
当
初
は
、
戸
惑

い
な
が
ら
の
活
動
で
し
た
。

後
期
高
齢
者
の
お
宅
で
相

談
を
受
け
て
、
問
題
を
解
決

し
な
け
れ
ば
と
焦
る
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
何
度
か
訪
問

し
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
話
を
聞

い
て
、
う
な
づ
く
だ
け
で
穏

や
か
に
な
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
よ
う
な
変
化
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。

解
決
を
目
標
に
す
る
の

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
力

を
抜
い
て
、
自
然
体
で
活
動

を
し
て
い
き
ま
す
。

民生委員・児童委員　　　の声

向井　朝
あ さ

子
こ

さん
元・主任児童委員　平成 6年 1月～
平成 28年 11月（22年 11ヶ月）

種田　芳
よ し

則
の り

さん
主任児童委員　平成 13年 12月～
現在（16年目）

小倉　正
ま さ

義
よ し

さん
元・民生委員児童委員　平成 13年
12月～平成 28年 11月（15年）

藤田　清
き よ

子
こ

さん
民生委員児童委員　平成 25年
12月～現在（4年目）

現場



人
材
確
保
の
課
題

一
斉
改
選
の
１
年
前
か
ら
、
各
自
治
会

に
委
員
候
補
者
の
推
薦
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
担
い
手
が
見
つ
か
ら

な
い
地
域
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

例
え
ば
、
現
役
世
代
は
仕
事
の
た
め
に

委
員
活
動
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
難
し
く
、

時
間
を
割
け
る
人
は
他
の
活
動
の
た
め
に

忙
し
い
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

働
き
方
の
多
様
性
に
伴
い
、
ま
た
新
た

な
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、

「
自
分
達
の
地
域
を
自
分
達
で
つ
く
る
」と

い
う
「
地
域
づ
く
り
」
の
た
め
に
も
、
未

選
出
の
地
域
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

活
動
の
周
知

「
民
生
委
員
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
？
」

「
民
生
委
員
の
世
話
に
は
な
ら
な
い
か
ら

要
ら
な
い｣

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て
話
を
聞
き
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

ま
た
、災
害
時
な
ど
で
は
、普
段
か
ら
の

地
域
の
情
報
量
や
結
束
力
が
そ
の
後
の
生

活
の
質
に
大
き
く
か
か
わ
る
こ
と
は
、
多

く
の
方
が
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

民生委員・児童委員、主任児童委員が
行う主な活動

　こんにちは　赤ちゃん訪問
新生児宅を戸別訪問して、子育てに関する情報などをお知らせします。

　ふれあいサロン・友愛訪問
高齢者が集まる機会を作ったり、戸別訪問を行ったりします。

　よっておいでよ元気っ子（春・秋・冬）
３～ 5歳の子どもとその保護者を対象に、歌を歌ったり、手作りお
もちゃでゲームなどをしたりします。

他にも、広報誌「ねっと彦根」の発行や、「民生委員・児童委員の
日」活動強化週間（５月）に合わせた活動なども行っています。
上記の詳しい内容は、各地域の民生委員・児童委員、主任児童委
員または 社会福祉課までお問い合わせください。

彦根市の民生委員・児童委員数
（1月１日現在）

定数
204 人
29人
233 人

民生委員・児童委員
主任児童委員

実数
194 人
29人
223 人

5 2017・2・1



62017・2・1

市
で
は
、
彦
根
市
功
労
者
表
彰

条
例
に
基
づ
き
、
市
の
公
益
の
増

進
、
文
化
の
向
上
そ
の
他
市
勢
の

振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の

功
労
が
顕
著
な
皆
さ
ん
を
「
彦
根

市
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
彦
根
市
文
化
功
績
者
表

彰
規
則
に
基
づ
き
、
市
の
芸
術
文

化
ま
た
は
郷
土
文
化
な
ど
の
向

上
・
発
展
に
関
し
て
、
特
に
功
績

が
顕
著
な
皆
さ
ん
を
「
彦
根
市
文

化
功
績
者
」
と
し
て
表
彰
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
次
の
８
人
の
皆

さ
ん
を
市
功
労
者
と
し
て
、
ま
た
、

５
人
の
皆
さ
ん
を
市
文
化
功
績
者

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
彦
根
市
表
彰
規
程
に

基
づ
き
、
市
勢
の
振
興
と
公
益
の

増
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
人
に

表
彰
状
を
贈
り
ま
す
。

表
彰
式
は
、
市
制
施
行
記
念
日

に
当
た
る
２
月
11
日
（
土
・
祝
）
に
、

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ（
野
瀬
町
）

で
開
催
す
る
「
彦
根
市
制
施
行
80

周
年　

高
松
市
・
彦
根
市
姉
妹
城

都
市
提
携
50
周
年　

記
念
式
典
」

で
行
い
ま
す
。

※
掲
載
は
順
不
同

市
功
労
者
・

市
文
化
功
績
者
な
ど
を
表
彰

田中　滋
しげやす

康さん

市
議
会
議
員
と
し
て
市
勢
の
振
興
と

発
展
に
貢
献

渡邊　史
し

郎
ろう

さん

市
議
会
議
員
と
し
て
市
勢
の
振
興
と

発
展
に
貢
献

市
議
会
議
員
と
し
て
市
勢
の
振
興
と

発
展
に
貢
献

野村　郁
いく

雄
お

さん

市
議
会
議
員
と
し
て
市
勢
の
振
興
と

発
展
に
貢
献

大橋　和
かず

夫
お

さん

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

菊地　美
み わ こ

和子さん

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

北沢　浩
こう

治
じ

さん

岡野　睦
むつみ

さん

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
納
税
者
の
権
利
保
護
と
固
定
資

産
税
の
適
正
な
賦
課
の
確
保
に
貢
献

関　功
いさお

さん

公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
公
正
で
効

率
的
な
人
事
運
営
の
確
保
に
貢
献

詩
吟
・
詩
舞
の
指
導
・
普
及
に

貢
献 

林　初
はつ

枝
え

さん

押
花
の
指
導
・
普
及
に
貢
献

廣野　恭
きょう

子
こ

さん

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
の
指
導
・
普
及
に

貢
献

武田　節
せつ

子
こ

さん

郷
土
芸
能
の
保
存
・
継
承
に
貢
献

池上　亘
のぶとし

利さん

茶
道
・
花
道
の
指
導
・
普
及
に
貢
献布藤　トミさん

公
衆
衛
生
の
向
上
に
貢
献

三
村　

昭あ
き

雄お

さ
ん

彦
根
市
功
労
者

彦
根
市

文
化
功
績
者

一
般
表
彰

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
☎
30-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
（
市
功
労
者
・
一
般
表
彰
）、

文
化
振
興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番
（
市
文
化
功
績
者
）　
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意
見
公
募
手
続
制
度

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

意
見
の
提
出
用
紙
は
、
各

公
開
場
所
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
は
、
意
見
に
対
す
る

彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も
に

整
理
し
た
上
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

湖
東
圏
域
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
（
素
案
）

内
容　

湖
東
圏
域
地
域
（
彦
根
市
、

愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲
良
町
、
多
賀

町
）
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
方
針
を
定

め
る
同
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

交
通
対
策

課
（
市
役
所
２
階
）、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支

所
、
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
限
と
意
見
の
提
出

期
限　

２
月
23
日
㈭
（
必
着
）　

提
出
方
法　

交
通
対
策
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

第
10
次
彦
根
市
交
通
安
全

計
画
（
素
案
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

湖
東
圏

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
事

務
局
（

交
通
対
策
課
内
）（
〒
５
２

２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）☎
30-

６
１
３
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２

１
１
番
、

 koutsutaisaku@
m
a.city.hikone.shiga.jp

内
容　

交
通
事
故
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
同
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

交
通
対
策

課
（
市
役
所
２
階
）、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支

所
、
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
間
と

意
見
の
提
出
期
間　

２
月
１
日
㈬

〜
同
24
日
㈮
（
必
着
）　

提
出
方
法　

交
通
対
策
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

交
通

対
策
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
３
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番
、

金
亀
公
園
再
整
備
基
本

計
画
（
素
案
）

第
２
次
彦
根
市
地
域
福
祉

計
画
（
素
案
）

内
容　

地
域
の
支
え
合
い
で
一
人

ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を
促
進

す
る
た
め
、
同
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

社
会
福
祉

課
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、

支
所
、
各
出
張
所
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
限
と
意
見
の
提
出

期
限　

２
月
13
日
㈪
（
必
着
）　

提
出
方
法　

社
会
福
祉
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会

福
祉
課
（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
23-

９
５
９

０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番
、

shakaifukushi@
m
a.city.

hikone.shiga.jp

 koutsutaisaku@
m
a.city.

hikone.shiga.jp

内
容　

金
亀
公
園
の
再
整
備
の

基
本
計
画
を
検
討
委
員
会
で

取
り
ま
と
め
た
の
で
、
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

都
市
計
画

課
（
市
役
所
２
階
）、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支

所
、
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
間
と

意
見
の
提
出
期
間　

２
月
６
日
㈪

〜
３
月
８
日
㈬
（
必
着
）　

提
出
方
法　

都
市
計
画
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

都
市

計
画
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
２
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番
、

 toshikeikaku@
m
a.city.

hikone.shiga.jp
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市・県民税の申告
税務課市民税係（市役所２階）

☎30-6140

２
／
16
㈭
〜
３
／
15
㈬

期
限
が
近
づ
く
と
、
窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑
し

ま
す
。
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
と
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

いきている

所得税の確定申告
彦根税務署（立花町5-20）
☎ 22-7640【自動音声案内】

申
告
の
案
内

　

市
・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
と
思
わ
れ
る
人

に
は
、「
申
告
の
ご
案

内
」を
郵
送
し
ま
す
。申

告
書
は
、
申
告
の
受
付

会
場
に
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
場
で
作

成
で
き
ま
す
。
事
前
に

申
告
書
が
必
要
な
場
合

は
、
税
務
課
（
市
役
所

２
階
）
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
申
告
受
付
を
左
の
日
程
で
行

い
ま
す
。「
申
告
の
ご
案
内
」
の
送
付
が

な
か
っ
た
人
で
も
、
申
告
が
必
要
な
場
合

は
最
寄
り
の
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
（
以

下
、「
所
得
税
」）
の
確
定
申
告
（
こ
の
ペ
ー
ジ

下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を
す
る
人
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

は
、「
収
支
内
訳
書
」
が
必
要
で
す
。
事
前

に
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の 

▼
「
申
告
の
ご
案
内
」

▼
印
鑑

▼
平
成
28
年
中
の
所
得
が
明
ら
か
に
な
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
な
ど
）

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
「
収
支

内
訳
書
」

▼
所
得
控
除
の
対
象
と
な
る
も
の
に
関
す

る
書
類
（
医
療
費
、
雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る

各
種
領
収
書
や
証
明
書
お
よ
び
医
療
費
の
明
細
書
、

生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
、

国
民
年
金
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
支
払
証
明
書
、

寄
附
金
の
領
収
書
な
ど
）

▼
配
偶
者（
特
別
）控
除
を
受
け
る
人
は
、配

偶
者
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
な
ど

▼
身
体
障
害
者
な
ど
の
人
は
、
障
害
者
手

帳
な
ど

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
本
人
確
認
書
類（
詳
し
く

は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
な
ど
、
簡
易

な
所
得
税
の
申
告
も
受
け
付
け
ま
す
。
た

だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、
税
務
署
が

開
設
す
る
申
告
会
場
（
商
工
会
議
所
４
階
）

で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
人

▼
譲
渡
所
得
（
株
式
譲
渡
、
不
動
産
譲
渡
な

ど
）
が
あ
る
人

▼
青
色
申
告
を
す
る
人

▼
初
め
て
事
業
所
得
を
申
告
す
る
人

▼
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
人

▼
住
宅
耐
震
改
修
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
・
省
エ
ネ
改
修
な
ど
の
特
別
控
除
を

受
け
る
人

　

所
得
税
は
、
納
税
者

自
身
が
１
年
間
の
所
得

と
税
額
を
計
算
し
、
申

告
・
納
付
す
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な

人
で
、
期
限
ま
で
に
申

告
を
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
し
た
り

す
る
と
、
延
滞
税
や
加

算
税
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
告
会
場
は

彦
根
商
工
会
議
所
で
す

　

確
定
申
告
期
間
中
の
申
告
会
場
は
、
昨

年
と
同
じ
く
彦
根
商
工
会
議
所
４
階
で
す
。

彦
根
税
務
署
に
は
申
告
会
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。

開
設
期
間　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日

㈬
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

相
談
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
※
申
告
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早

め
に
相
談
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
彦
根
税
務
署
で
は
、
作
成
済
み
の
申

告
書
な
ど
の
受
付
、
納
税
、
納
税
証

明
書
の
交
付
の
み
行
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
に
な
り
ま
し
た

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
の
手
続
き
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確

認
書
類
の
提
示
ま
た
は
コ
ピ
ー
の
添
付

が
必
要
で
す
。
確
認
書
類
は
次
の
と
お

り
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
る
人

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
番
号
確
認
と

身
元
確
認
が
同
時
に
で
き
ま
す
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
人

次
の
①
②
い
ず
れ
も
必
要
で
す
。

①
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
票
の
写
し
ま
た

は
住
民
票
記
載
事
項
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
記
載
さ
れ
た
も
の
）
な
ど
の
う
ち
い

ず
れ
か
一
つ

②
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
在
留

カ
ー
ド
な
ど
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ

市民会館 市役所

郵便局

商工会議所

城東
小学校

市民会館

NTT

彦根税務署
彦
根
城
へ
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この社会　あなたの税が
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。
郵

送
さ
れ
な
い
場
合
な
ど
は
、
彦
根
年
金

事
務
所
（
☎
23-

１
１
１
４
番
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、「
医

療
費
の
明
細
書
」
を
申
告
書
に
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
を
す
る
場
合
、
市
で
は
申
告

書
（
控
）
に
受
付
印
を
押

す
こ
と
や
、
持
ち
込
み
の

申
告
書
に
印
字
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申
告
を

　

彦
根
税
務
署
の
申
告
会
場
は
、
た
い
へ

ん
混
雑
し
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
確
定
申

告
書
な
ど
を
作
成
し
、
プ
リ
ン
タ
で
印
刷

し
て
郵
送
な
ど
で
提
出
す
れ
ば
、
自
宅
で

簡
単
に
申
告
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）」
を
利
用
し
て
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
と
、
税
額
な
ど
が
正
し
く
計
算
さ
れ
、

計
算
誤
り
の
な
い
確
定
申
告
書
や
青
色
申

告
決
算
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
も

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
も
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
が
作

成
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
利

用
可
能
な
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」
で
の
申
告
書

の
電
子
送
信
な
ど
、
一
部
機
能
が
利
用
で

き
な
い
た
め
、
申
告
の
際
は
申
告
書
を
印

刷
し
て
郵
送
な
ど
で
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
申
告

書
を
印
刷
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
で

　

不
明
な
点
な
ど
は
電
話
で
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
務
署
に
電

話
し
、
音
声
案
内
に
従
っ
て
相
談
内
容

に
応
じ
た
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
に
関
す
る
相
談　

０
番

▼
税
金
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談　

１
番

▼
税
金
の
納
付
相
談
・
税
務
署
か
ら
の
送

付
文
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　
２
番

▼
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

相
談　

３
番

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の

操
作
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
」
☎
０
５
７
０-

01-

５
９
０
１
番

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
得
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

95-

０
１
７
８
番

税
理
士
に
よ
る
相
談
会

　

税
理
士
に
よ
る
相
談
会
が
次
の
と
お
り

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
稲
枝
商
工
会
館
会
場

開
設
日　

２
月
20
日
㈪

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
同
４
時

▼
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
会
場

開
設
日　

２
月
22
日
㈬
〜
同
24
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
同
４
時

場
所　

２
階
第
１
研
修
室

※
入
場
は
、
い
ず
れ
も
午
後
３
時
ま
で

主
催　

彦
根
納
税
協
会
☎
22-

２
８
３

６
番

2月21日㈫
〜
23日㈭

2月16日㈭
〜

3月15日㈬

2月27日㈪

3月 1日㈬

3月 3日㈮

3月 7日㈫

14日㈫

3月10日㈮
13日㈪

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：30

9：00～12：00

13：00～16：00

土・日曜日と、平日の12：00～13：00は
受付できません。

① N

稲枝支所

南老人福祉　
センター●

ＪＡ●

みずほ　
文化センター●

　稲枝地区
●公民館

文
稲枝中学校

⑤

N

鳥居本地
区公民館

　文
鳥居本小国

道
８
号

中
　
山
　
道

名
神
高
速
道
路

（鳥居本出張所）

② N

直
売
所
●

文
亀山小学校保育園

亀山出張所

河瀬地区公民館

靴店●

文
河瀬小学校

国
道
８
号（河瀬出張所）

N④

＜申告受付日程＞

N

高宮地域
文化センター

銀行●

●高宮郵便局

●消防団
　車庫

国
道
８
号

中
　
山
　
道 （高宮出張所）

③

月 日 会 場

稲 枝 支 所
（右図①）

稲 枝 支 所
（右図①）

　 税 務 課
（市役所2階）

亀山出張所
（右図②）

河 瀬 地 区
公 民 館

（右図④）

鳥居本地区
公 民 館

（右図⑤）

高 宮 地 域
文化センター

（右図③）

受付時間

月 日 会 場 受付時間
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毎年、この時期に図書資料の点検・整理を行うため、下
記の期間は図書館を休館します。ご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。

休館期間　２月15日㈬～同23日㈭
※「おひざでだっこのおはなし会」
は休み、「むかしばなしを聞くつど
い」は2月 25日㈯に変更します
（詳しくは17ページをご覧ください）。
※休館中に本を返却する場合は、図書
館玄関のブックポストに入れてく
ださい。

※動く図書館「たちばな号」は、休館
中も運行します。

問い合わせ先　市立図書館☎22-0649、FAX26-0300

市立図書館　休館のお知らせ

平
成
29
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

市
・
県
民
税
の
改
正
点

口市
税
務
課

海
外
に
い
る
親
族
（
以
下
、「
対
象

者
」）
を
扶
養
に
と
る
場
合
の
書
類

添
付
の
義
務
化

申
告
の
際
、
次
の
①
②
の
書
類

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
外
国
語
で
作
成
さ
れ
て
い
る
場

合
は
日
本
語
の
翻
訳
文
が
必
要

で
す
。

①
親
族
関
係
書
類
（
対
象
者
が
親
族

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
）

▼
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
発

行
し
た
書
類
（
戸
籍
の
附
票
の
写

し
な
ど
）と
対
象
者
の
パ
ス
ポ
ー

ト
の
コ
ピ
ー

▼
外
国
政
府
ま
た
は
外
国
の
地
方

公
共
団
体
が
発
行
し
た
書
類

（
対
象
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所

な
ど
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
）

②
送
金
関
係
書
類
（
生
活
費
な
ど
の

た
め
の
送
金
を
証
明
す
る
書
類
）

▼
金
融
機
関
が
発
行
し
た
書
類
ま

た
は
そ
の
コ
ピ
ー
で
、
そ
の
金

融
機
関
が
行
う
為
替
取
引
で
対

象
者
に
送
金
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
会
社

が
発
行
し
た
書
類
ま
た
は
そ
の

コ
ピ
ー
で
、
対
象
者
が
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
商

品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
代
金
を
申
請
者
が
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類

給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

平
成
26
年
度
の
税
制
改
正
で
、

給
与
所
得
控
除
の
上
限
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

空
き
家
に
か
か
る
譲
渡
所
得
の

特
別
控
除
の
特
例
の
創
設

相
続
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
目

の
12
月
31
日
ま
で
に
、
家
屋
（
敷

地
を
含
む
。
ま
た
、
家
屋
に
耐
震
性
が

な
い
場
合
は
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た

も
の
に
限
る
）
ま
た
は
取
り
壊
し
後

の
土
地
を
譲
渡
し
た
場
合
、
譲
渡

所
得
か
ら
３
千

万
円
を
特
別
控

除
す
る
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し

た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認

平
成
28
年
分
の
申
告
か
ら
、
市

役
所
で
確
定
申
告
を
受
け
る
時
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
本
人
確
認
書
類
の

コ
ピ
ー
が
、
市
民
税
申
告
を
受
け

る
時
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
本
人
確
認

書
類
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

左
記
の
書
類
ま
た
は
そ
の
コ
ピ
ー

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎

30-

６
１
４
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-
１

３
９
８
番

現　在 平成28年分
申告から

上限額が適用
される給与収入

1,500万円

245万円

1,200万円

230万円控除の上限額

市
長
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　　　　口市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

４
月
23
日
㈰
に
執
行
予
定
の
彦

根
市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
を

対
象
に
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

２
月
14
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜

場
所　

42
会
議
室
（
市
役
所
４
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

■
本
人
に
よ
る
申
告
の
確

認
書
類
（
①
②
い
ず
れ
か
）

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
な
ど
と
、
身

元
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
）

■
代
理
人
に
よ
る
申
告
の

確
認
書
類
（
③
④
両
方
）

③
申
告
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
な
ど
の
コ

ピ
ー

④
代
理
人
の
身
元
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任

状
な
ど
が
必
要
で
す
。
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複十字シール
募金運動の結果

昨年11月から年末
にかけて、結核を予防
する事業の推進のため
に、複十字シール募金
運動を行いました。
ご協力ありがとうご
ざいました。

▶シール封筒組み合わせ　298組
▶募金総額　65,843円

問い合わせ先　 健康推進課☎24-
0816、FAX24-5870

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

口県
文
化
財
保
護
課

美
術
品
、
骨
董
品
と
し
て
の
火

縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類
は
、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に
よ

り
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
な

い
銃
砲
・
刀
剣
類
は
、
他
人
へ
譲

渡
し
た
り
、
所
持
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
９
日
㈭　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時

場
所　

大
津
合
同
庁
舎
７
Ｂ
会
議

室
（
大
津
市
松
本
一
丁
目
）

持
ち
物

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）

②
警
察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届

出
済
証

③
審
査
手
数
料
（
１
件
６
、
３
０
０

円
）、
ま
た
は
再
交
付
手
数
料

（
１
件
３
、
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５

２
８-

４
６
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
８-

４
９
５
６
番

国
道
８
号
彦
根
〜
東
近
江

道
路
計
画
を
検
討
し
て
い

ま
す

滋
賀
国
道
事
務
所

国
土
交
通
省
で
は
、
国
道
８
号

彦
根
〜
東
近
江
の
慢
性
的
な
渋
滞

や
地
域
の
課
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
道
路
計
画
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

よ
り
良
い
計
画
に
な
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
に
整
理
し
た
地
域
や
道

路
交
通
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
、

道
路
整
備
に
必
要
な
目
標
や
方
法

な
ど
の
検
討
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。今

後
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
沿
線

の
事
業
所
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
国
道
事
務

所
☎
０
７
７-

５
２
３-

１
８
１

６
番
、

道
路
河
川
課
国
・
県

事
業
対
策
室
☎
30-

６
１
２
２

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番

ず
、
日
常
生
活
上
で
介
助
が
必

要
な
人

申
請
方
法

本
人
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

と
申
請
者
（
本
人
ま
た
は
家
族
）
の

印
鑑
を
持
っ
て
、

介
護
福
祉
課

に
来
て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、
10

日
ほ
ど
で
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域

を
追
加
指
定
し
ま
し
た

口市
道
路
河
川
課

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め

に
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
と
「
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
」
を
追
加
指

定
し
ま
し
た
。

一
部
の
高
齢
者
は

障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す

口市
介
護
福
祉
課

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
な
い
人
で
も
、
福
祉
事

務
所
長
が
次
の
①
〜
③
の
条
件
を

全
て
満
た
す
と
認
定
す
れ
ば
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害
者
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

認
定
の
条
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上

の
人

②
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人

③
医
師
の
診
断
な
ど
で
、
中
等
度

以
上
の
認
知
症
の
症
状
が
認
め

ら
れ
る
人
。
ま
た
は
身
体
的
な

理
由
で
ほ
ぼ
一
人
で
外
出
を
せ

該
当
区
域　

笹
尾
町　

６
か
所

（
土
砂
災
害
警
戒
区
域〈
土
石
流
〉 

５

か
所
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を

含
む
警
戒
区
域〈
土
石
流
〉 

１
か
所
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
る
と
、
市
が
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
で
は
、

特
定
の
開
発
行
為
に
対
し
て
許
可

が
必
要
に
な
っ
た
り
、
建
築
物
の

構
造
の
規
制
や
移
転
勧
告
が
行
わ

れ
た
り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-
６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番
、

湖
東
土

木
事
務
所
河
川
砂
防
課
☎
27-

２
２
４
９
番　

警
戒
避
難
体
制

の
整
備
に
関
す
る
こ
と　

危

機
管
理
室
☎
30-

６
１
５
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

１
７
７
７
番
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理
実
習
室　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・
在

勤・在
学
の
40
歳
以
上
で
原
則
、
両
方
の

講
座
に
参
加
で
き
る
人　
〈
定
員
〉
20
人 

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
各
回
１
、５
０
０
円

（
受
講
料
、
材
料
費
）　
〈
託
児
〉
０
歳
〜
就

学
前
※
１
人
１
回
３
０
０
円
（
要
予
約
）　

〈
申
込
開
始
日
時
〉２
月
１
日
㈬　

午
前

９
時　
〈
持
ち
物
〉
①
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
持
ち
帰
り
用
袋
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
ペ
テ
ィ
ナ
イ
フ
（
あ

れ
ば
）　

②
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
２
枚
、
筆
記
用
具　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９

番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

歴
史
講
演
会

摺す
り
は
り針

峠と
う
げ

と
摺
針
餅

〈
内
容
〉彦
根
城
博
物
館
の
学
芸
員
か
ら

中
山
道
摺
針
峠
な
ど
の
話
を
聞
き
、
鳥

居
本
地
区
の
郷
土
料
理
サ
ー
ク
ル
が
再

現
し
た
摺
針
餅
を
試
食
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
２
月
18
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜

同
11
時　
〈
場
所
〉
鳥
居
本
地
区
公
民

館
（
鳥
居
本
町
）
会
議
室　
〈
定
員
〉
30

人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込

期
間
〉２
月
１
日
㈬
〜
同
15
日
㈬　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
鳥
居
本
地
区
公

民
館
☎
26-

１
９
２
２
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
４
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま

た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

彦
根
年
金
事
務
所

過
去
５
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
て
、
将
来
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
５
年
の

後
納
制
度
」
が
平
成
30
年
９
月
30
日
ま

で
の
特
例
で
利
用
で
き
ま
す
。な
お
、老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
対

象
外
で
す
。

制
度
の
利
用
に
は
申
込
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０

４
番
、
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課
☎
23-

１
１
１
４
番

税
理
士
記
念
日
特
別
相
談

近
畿
税
理
士
会
彦
根
支
部

確
定
申
告
や
医
療
費
控
除
、
相
続
税
、

贈
与
税
な
ど
税
全
般
に
つ
い
て
相
談
で

き
ま
す
（
内
容
に
よ
っ
て
相
談
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

日
時　

２
月
19
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

※
１
人
30
分

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
（
竹
ケ
鼻
町
）

セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　

近
畿
税
理
士
会
彦
根

支
部
☎
24-

５
２
７
６
番

２
月
は
転
倒
防
止

重
点
取
組
期
間
で
す

彦
根
労
働
基
準
監
督
署

冬
場
は
積
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
る
転

倒
災
害
が
多
数
発
生
し
、
災
害
全
体
の

35
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

転
倒
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
天
気
予
報
を
確
認
す
る

▼
時
間
に
余
裕
を
持
つ

▼
駐
車
場
や
出
入
り
口
の
除
雪
・
融
雪

は
し
っ
か
り
行
う

▼
職
場
の
危
険
マ
ッ
プ
、
適
切
な
履
物

や
歩
き
方
な
ど
を
教
育
す
る

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
労
働
基
準
監
督

署
☎
22-
０
６
５
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
２
４
１
番

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ

〈
内
容
〉
　

簡
単
に
作
れ
る
お
菓
子
を
み

ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
作
り
ま
す
。　

〈
日
時
〉
　

２
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午　
〈
場
所
〉
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
里
根
町
）集
会
室
・
調
理
室　
〈
対
象
〉市

内
の
小
学
生　
〈
費
用
〉
１
０
０
円
（
材

料
費
）　
〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
申

込
開
始
日
時
〉
２
月
１
日
㈬　

午
前
９

時　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

３
５

８
２
番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ
粋い

き

イ
キ
講
座　

〈
内
容
〉
自
分
ら
し
く
元
気
に
生
き
て
い

く
た
め
の
情
報
や
ヒ
ン
ト
が
見
つ
け
ら

れ
る
講
座
で
す
。
①
花
か
ご
作
り　

フ

ル
ー
ツ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
花
か
ご
を

作
り
ま
す
。　

②
桃
の
節
句
の
お
祝
い

料
理　

和
食
の
基
本
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
す
。　
〈
日
時
〉
①
２
月
17
日　

②
２

月
24
日　

い
ず
れ
も
金
曜
日
の
午
前
９

時
30
分
〜
正
午　
〈
場
所
〉

男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）
調
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「
写
し
」
と
聞
く
と
、
コ
ピ
ー

や
偽
物
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本

美
術
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
絶
対

で
は
な
く
、「
写
し
」
は
優
れ
た

作
品
の
技
を
学
び
伝
え
、
さ
ら

に
は
新
し
い
作
品
を
生
み
出
す

原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

同
講
座
で
は
、
絵
画
・
能
面
・

仏
像
・
や
き
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
写
し
」
の
あ
り
方
と
特
徴
を
紹

介
し
ま
す
。

日
時　
①
２
月
18
日　

②
同
25
日　

い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
後
１

時
30
分
〜
同
３
時
20
分

内
容

①▼
彦
根
屏
風
の
写
し
と
ア
レ
ン
ジ

▼
能
面
に
お
け
る
本ほ

ん
め
ん面
と
写
し

②▼
仏
像
の
模も

刻こ
く

と
霊
性

▼
湖
東
焼
に
み
る
名め

い
と
う陶

写
し

場
所　

彦
根
城
博
物
館
（
金
亀

町
）
講
堂

定
員　

50
人
（
先
着
順
）　

費
用　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

※
市
内
の
中
学
生
以
下
は
無
料
、

１
講
の
み
の
受
講
も
同
額　

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
城
博
物

館
学
芸
史
料
課
☎
22-

６
１

０
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２

０
番　

※
事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

彦
根
城
博
物
館
美
術
講
座

知
的
美
術
探
訪-

日
本
美
術
に
見
る
「
写
し
」-

▲能面 獅子口（しし
ぐち） 友水庸久作

員
〉
16
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
千
円　

〈
申
込
期
間
〉２
月
６
日
㈪
〜
同
17

日
㈮　
〈
持
ち
物
〉
エ
プ
ロ
ン
、三

角
巾
、
ふ
き
ん　
〈
託
児
〉
無
料

（
人
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、申
込
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
）　
〈
そ
の
他
〉
参

加
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
２

月
22
日
㈬
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１

１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７

番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

〈
内
容
〉ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
触
れ

た
こ
と
が
な
い
人
や
使
い
方
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
人
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
便
利
さ
や
面
白
さ
を
一

か
ら
学
ぶ
教
室
で
す
。 〈
日
時
〉２

月
22
日
㈬
、
同
23
日
㈭
（
全
２
回
）　

▼
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午　

▼
午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜

同
３
時
30
分　

※
ど
ち
ら
も
同
じ

内
容　
〈
場
所
〉 

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
会
議
室　

〈
対
象
〉ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

て
み
た
い
人　
〈
定
員
〉各
部
16
人

（
先
着
順
）   

〈
費
用
〉 

千
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。
２
回
分
）　
〈
申
込
開

始
日
時
〉
２
月
１
日
㈬　

午
前
９

時　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９

番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

多
国
籍
料
理
教
室

本
場
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理

を
作
ろ
う

〈
内
容
〉
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
食
生

活
や
文
化
に
親
し
む
教
室
で
す
。　

〈
日
時
〉２
月
25
日
㈯　

午
前
11
時

〜
午
後
２
時　
〈
場
所
〉
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平

田
町
）
調
理
実
習
室　
〈
対
象
〉
市

内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人　
〈
定

南彦根教室南彦根駅西口から徒歩15分

〒522-0041彦根市平田町９２４
ヴィラロンシャン１０１
minamihikone@at-school.jp

3月開講！生徒募集中
☎ 0749-30-9905

2/19( 日 )13時～ 教室説明会開催

進路相談 /個別指導 /発達支援 /障害児支援

〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込
期
間
〉
２

月
１
日
㈬
〜
同
15
日
㈬　
〈
持
ち

物
〉
筆
記
用
具　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
ふ
れ
あ
い
の
館
☎
25-

４
４
５
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
47-

５
０

８
８
番　

※
電
話
か
、
直
接
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

時　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９

番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

昔
話
を
聞
こ
う

〈
内
容
〉
　

彦
根
や
そ
の
周
辺
に
伝

わ
る
昔
話
を
聞
き
、
手
遊
び
を

し
ま
す
。〈
日
時
〉
　

２
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜
同
11
時
30
分　

〈
場
所
〉

ふ
れ
あ
い
の
館
（
八
坂

町
）　
〈
対
象
〉
市
内
の
小
学
生
と

保
護
者　
〈
定
員
〉
30
人
（
先
着
順
）　

ウ
ィ
ズ
法
律
講
座

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

老
後
の
財
産
管
理

〈
内
容
〉弁
護
士
が
相
続
や
遺
産
分

割
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
２
月
18
日
㈯　

午
前
10
時

〜
正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
〜
）　

〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）
会
議

室　
〈
対
象
〉市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人　

 〈
定
員
〉
30
人 （
先
着

順
）　 〈
費
用
〉
３
０
０
円
（
受
講
料
）
　

〈
託
児
〉０
歳
〜
就
学
前
※
１
人
１

回
３
０
０
円
（
要
予
約
）　
〈
申
込
開

始
日
時
〉
２
月
１
日
㈬　

午
前
９
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平
成　29
年
度

市
民
会
館
舞
台
練
習
場

使
用
（
運
営
）
団
体

〈
参
加
資
格
〉
次
の
①
・
②
と
も
に

当
て
は
ま
る
団
体　

①
市
内
で
組

織
的
に
活
動
す
る
舞
台
芸
術
関
係

団
体
の
う
ち
年
１
回
以
上
、
市
内

の
施
設
で
練
習
の
成
果
発
表
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
定
期
的
な
使

用
を
希
望
す
る
団
体
（
営
利
目
的
の

団
体
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）　

②

運
営
協
議
会
を
構
成
し
て
、
日
程

書　

▼
団
体
員
の
名
簿　

▼
活

動
状
況
に
関
す
る
資
料
（
過
去
１

年
間
に
市
内
の
施
設
で
成
果
の
発
表
を

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
の
添
付

が
必
要
）　

※
申
請
書
は

文
化
振

興
室
で
配
布
す
る
ほ
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

平
成
29
年
度

彦
根
市
秋
の
文
化
祭
協
賛
事
業

〈
対
象
事
業
〉９
月
1
日
㈮
〜
12
月

３
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
展
示
、
発

表
な
ど　
〈
対
象
団
体
〉
市
内
の

文
化
芸
術
団
体
、
社
会
教
育
団
体
、

ま
た
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
団
体
で
、

過
去
に
市
内
外
で
展
示
、
発
表
な

ど
の
活
動
実
績
が
あ
る
団
体
（
営

利
目
的
や
政
治
目
的
、
宗
教
目
的
は
不

可
。
個
展
な
ど
の
個
人
的
な
作
品
発
表

も
不
可
）　
〈
協
賛
事
業
に
な
る
利

点
〉①
後
援
名
義
が
使
用
で
き
、事

業
の
チ
ラ
シ
な
ど
に
「
後
援
：
彦

根
市
・
彦
根
市
教
育
委
員
会
」
と

表
示
で
き
ま
す
。 

②
広
報
ひ
こ
ね
、

文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
す
。 

〈
申
込
書
・
募

集
要
項
の
配
布
場
所
〉
総
合
案
内

（
市
役
所
１
階
）、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ
、
市
民
会
館
、
支
所
、
各
出

張
所
、
各
地
区
公
民
館
、
高
宮
地

域
文
化
セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
文
化

セ
ン
タ
ー
、
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

な
ど　
〈
注
意
事
項
〉
申
込
書
の

ほ
か
、
使
用
す
る
施
設
の
使
用
許

可
書
か
、
使
用
申
込
書
の
コ
ピ
ー

が
必
要
で
す
。
市
民
会
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
日
程
調
整
会
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
募
集
要
項
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。  

〈
申
込
期

間
〉
２
月
24
日
㈮
〜
３
月
31
日
㈮　

 

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育

委
員
会
文
化
振
興
室
☎
23-

７
８

１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０

番平
成　29
年
度 

県
政
モ
ニ
タ
ー

〈
内
容
〉
滋
賀
県
か
ら
お
願
い
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
や
、

県
政
に
関
す
る
意
見
や
提
案
の
提

出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
〈
委

嘱
期
間
〉４
月（
委
嘱
し
た
日
）〜
平

成
30
年
３
月
31
日　
〈
対
象
〉平
成

29
年
４
月
１
日
時
点
で
、
次
の
①

〜
③
に
全
て
当
て
は
ま
る
人　

①

県
内
に
在
住
の
15
歳
以
上
の
人
②

県
政
に
関
心
を
持
ち
モ
ニ
タ
ー
活

動
が
で
き
る
人
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

調
整
な
ど
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
団
体　
〈
申
込
期
間
〉

２
月
１
日
㈬
〜
同
15
日
㈬　

※

日
、
月
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
休
み　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

文
化

振
興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番　

※
次
の

書
類
に
必
要
事
項
を
書
い
て

文

化
振
興
室
（
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

可
。
新
規
の
団
体
は
持
参
の
み
）。
▼

使
用
団
体
登
録
申
請
書　

▼
暴
力

団
の
排
除
に
係
る
誓
約
書
兼
同
意

ト
を
利
用
し
て
サ
イ
ト
の
閲
覧
、

メ
ー
ル
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
が

で
き
る
人
（
携
帯
電
話
端
末
を
除
く
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
は
可
）　

※
議

員
、
常
勤
の
公
務
員
は
除
き
ま
す
。　

〈
定
員
〉
４
０
０
人
（
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）　
〈
申
込
期
限
〉
２

月
10
日
㈮　

午
後
５
時　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

広
報
課
県
民

の
声
係
☎
０
７
７-

５
２
８-

３
０

４
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２

８-

４
８
０
４
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.pref.shiga.lg.jp/

a/koho/m
onitor/　

※
「
し
が

ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス
」（https://

s-kantan.com
/pref-shiga-u/

）
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第23回彦根市立病院健康講座

知れば納得！
　おなかにやさしいはなし
日時　3月4日㈯12：00～14：50
場所　彦根市立病院（八坂町）医療情報センター1階多目的室
内容
▶講演①　「ピロリ菌と胃の病気のお話」

講師：消化器内科　來
き し

住優輝 医師
▶講演②　「おなかの中から元気に - 腸内環境を整えよう -」

講師：栄養科　大橋佐智子 管理栄養士
▶健康弁当、コンサート、健康体操
定員　80人（先着順）
費用　500円（弁当・飲み物付き）
申込開始日時　2月 1日㈬8：30
申込・問い合わせ先　市立病院　病院総務課☎22-6050（内
線 3522）、FAX26-0754、 info@municipal-hp.hikone.
shiga.jp　※電話かEメールで申し込んでください。
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内容　彦根を訪れる国内外の人に、歴史文化などを
おもてなしの心で紹介してみたいと考えている人
のために、ガイドに必要な知識の講義などを行い
ます。（ガイドとして登録されるのは6月頃の予定です）

日時　2月14日～3月28日
　（毎週火曜日・全6回。ただし3月7日を除く）
　いずれも13：30～ 16：00
場所　大学サテライト・プラザ彦根（大東町）ほか
講座内容　ガイドに必要な知識の講義や、彦根城な
どでの現地研修、現役ガイドの体験談など
対象　市内に在住で、ボランティアガイドに関心が
あり、原則として全ての講座に出席できる人

定員　10人（先着順）
費用　500円（資料代）
申込期間　2月1日㈬～同8日㈬
申込・問い合わせ先　彦根ボランティアガイド協会
（本町一丁目。俳遊館内、火曜日休館）☎・FAX22-
6849
※電話かFAXで申
し込んでくださ
い。

＼　彦根の良さを伝えたい！ ／
ボランティアガイド養成講座

子育て講座
「親子でリフレッシュ～ふれあいヨガ遊び～」
内容　親子でふれあいながら簡単なヨ
ガを楽しみます。

日時　2月14日㈫
　　　10：00～11：30
対象　平成26年1月～同28年 9
月生まれの子どもと保護者

定員　20組（先着順）
費用　200円（1組）
申込期間　2月4日㈯～同11日㈯
※託児はありません。

冬の星座を見よう！
星空教室
日時　2月10日㈮
　　　19：00～21：00
対象　誰でも参加できます（小学生
以下は保護者同伴）

定員　30人（先着順）
費用　300円（幼児は無料）
申込期間　2月4日㈯～同12日㈰
※雨天・曇天などの場合は中止。
16：00以降に開催の有無を確認
してください。

子ども教室
「紙飛行機を作ろう」
内容　競技用などの紙飛行機を作ります。
日時　2月26日㈰13：30～15：00
対象　小・中学生（小学1～3年生は保護者同伴）
定員　15人（先着順）
費用　200円
申込期間　2月4日㈯～同22日㈬

子どもセンター からのお知らせ
集まれ！ジュニア天文クラブ

内容　天文の学習や観察を行います。
（内容は1月開催分と同じです）

日時　2月19日㈰
　　　14：00～15：00
対象　小学1年生～3年生（保護者
同伴）

定員　10組（先着順）
費用　200円（1組）
申込期間　2月4日㈯～同12日㈰

申し込みや詳しい内容などは、
子どもセンターまでお問い合
わせください。
申込・問い合わせ先　
　子どもセンター
☎28-3645、FAX28-3646
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湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、
多
賀
町

と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

生
産
基
盤
の
拡
充
・
整
備

地
産
地
消
協
議
会
で
は
、
地
産

地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
給

食
で
湖
東
産
野
菜
が
多
く
使
わ
れ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
が
１
．
７
倍
に

東
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合
（
以

下
、「
Ｊ
Ａ
」）
と
、
野
菜
の
生
産
者

の
増
加
、
栽
培
面
積
の
拡
大
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
、
Ｊ
Ａ
が
農
家
に
貸

し
出
す
た
め
の
農
業
用
機
械
な
ど

を
購
入
す
る
際
に
、
１
市
４
町
が

共
同
で
経
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

農
家
が
機
械
な
ど
を
借
り
る
時
の

費
用
を
安
く
し
、
広
く
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
タ
マ
ネ
ギ
の
定
植
や
収
穫

に
使
う
機
械
の
貸
し
出
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
タ
マ
ネ
ギ
の
栽

培
面
積
が
昨
年
と
比
べ
て
１
市
４

町
の
合
計
で
約
１
．
７
倍
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
６
月
ご
ろ
の
収
穫

時
期
以
降
に
は
、
地
元
の
学
校
給

食
で
の
利
用
が
さ
ら
に
進
む
予
定

で
す
。

彦
根
の
野
菜
を
学
校
給
食
へ

本
市
で
は
、
地
元
の
農
家
が
野

菜
の
出
荷
を
拡
大
す
る
た
め
に
必

要
な
農
業
用
機
械
や
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
な
ど
の
導
入
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
補
助
を
利
用
し
た
農
家
は
、

増
え
た
出
荷
量
の
中
か
ら
学
校
給

食
向
け
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
タ
マ
ネ
ギ
や
コ
マ
ツ
ナ

な
ど
、
彦
根
産
の
野
菜
が
学
校
給

食
向
け
に
順
次
出
荷
さ
れ
る
予
定

で
す
。

生
産
者
と
小
中
学
生
な
ど
の

交
流
の
推
進

児
童
や
生
徒
が
、「
食
」
と
「
農
」

の
大
切
さ
を
生
産
者
か
ら
学
び
、

地
産
地
消
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
野
菜

作
り
の
農
業
体
験
を
す
る
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
野
菜
の
一
部
は
、
収

穫
を
行
っ
た
学
校
か
ら
、
市
立
病

院
の
給
食
や
地
元
の
介
護
老
人
福

祉
施
設
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
野
菜
が
地
元
で
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
持
っ
た
地
産
地
消
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番
、
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
25-

３
９
０
９

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番

▲タマネギを収穫する機械

▲サツマイモの収穫

大切だけど普段あまり話題にならない「人権」について、
みんなで気楽に考え、話し合い、絆を深めましょう。

日時　２月12日㈰　9：30～ 12：00（受付　9：00～）
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）メッセホール
内容　パネルディスカッション、意見交流など
持ち物　筆記用具
託児　０歳～就学前（要予約。申込は2月3日㈮まで）
その他　手話通訳があります。
問い合わせ先
　差別をなくし人権を尊ぶ彦根市青年集会実行委員会事務局
　（ 人権教育課内）
　☎24-7976、FAX23-9190

差別をなくし人権を尊ぶ彦根市青年集会
　　　　　　テーマ「言われてカチンときたこと」
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催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

ひ こ ね で 朝 市 2月19日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、　hikonedeasaichi55@gmail.com

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

街 中 サ ロ ン 2月9日㈭、同25日㈯
10：00～15：00

「minto」㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。気軽に集まり、みんなで交流
しましょう。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX49-3656

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

2月14日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（市立病院敷地内）
2階医療福祉推進ルーム

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有し
たり、情報交換などをしたりする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

障害理解を深める
た め の 講 演 会

2月19日㈰
10：30～13：00
（開場10：00）

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
ビ バ シ テ ィ ホ ー ル

「障害のある人と進める共生社会の実現」をテーマとした講
演のほか、障害者団体や障害福祉サービス事業所の活動紹介、
展示、製品販売を行います。（手話通訳、要約筆記があります）
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

世界遺産講演会
彦 根 城 を
世 界 遺 産 に ！

2月9日㈭
14：00～15：30

彦 根 商 工 会 議 所
（ 中 央 町 ）
4 階 A ホ ー ル

彦根城の世界遺産登録に向けての取り組みと彦根のまちづ
くりについてお話しします。　定員：80人（先着順）
　彦根城世界遺産登録推進課☎26-5834、FAX27-3554

元気21歩こう会
2月21日㈫

13：30～15：00
（集合13：30）

集 合 場 所 ：
庄堺公園南側駐車場
（ 開 出 今 町 ）

南彦根の街並みを散策します。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

クサツエストピアホテル
（ 草 津 市 西 大 路 町 ）

看護職就職フェア
i n 　 し 　 が

2月15日㈬
13：30～16：00
（受付は15：30まで）

個別ブースで求人説明を聞いたり、就職相談ができます。
対象：看護師、保健師などの有資格者（平成29年3月卒業
見込みを含む）
滋賀県看護協会・ナースセンター
☎077-564-9494、FAX077-562-8998

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）
　 ☎22-0649
 FAX26-0300

2月25日㈯
14：00～

む か し ば な し を
聞 く つ ど い

昔話などを「語り」でします。
彦根おはなしを語る会

3月2日㈭、同9日㈭、
同16日㈭

10：30～11：00
わ ら べ う た で
遊 ぼ う ！

親子でわらべ歌を楽しみます（各回とも同内容）。
対象：0～1歳児とその保護者　定員：各回10組（先着順）
申込開始日時：2月3日㈮10：00
申込方法：電話か窓口で申し込んでください。

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」
講 演 会

2月21日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

相談支援事業所の相談員の立場から、家族に知ってほしい
こと、気をつけてほしいことなどをお話しします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

ベビー&キッズ用品
交換会～かえっこ～

2月19日㈰
13：00～15：00

　 福 祉 セ ン タ ー
（ 平 田 町 ）
別 館 2 階

使わなくなったベビー&キッズ用品の交換会です。春物衣料と卒
業（園）、入学式用の洋服、小中学校の制服・体操服が中心です。
彦根市社会福祉協議会地域福祉課☎22-2821

障害者差別解消法
っ て な ぁ に ？

2月19日㈰
14：00～16：00
（受付13：00～）

草津市立市民交流プラザ
（ 草 津 市 野 路 ）
大 会 議 室

障害の有無に関わらず、人権と個性を尊重し支えあう共生
社会について考える講演会です。申込方法など、詳しくは
お問い合わせください。　定員：130人（先着順）
（公財）滋賀県身体障害者福祉協会☎077-565-4832、
FAX077-564-7641、　info@kenshinkyo-shiga.com

みずほ寄席vol.20
春 を 呼 ぶ 落 語 会

2月25日㈯
14：00～

みずほ文化センター
（ 田 原 町 ）
練 習 室

出演：【落語】笑福亭呂好、笑福亭松五、笑福亭枝鶴　
【漫談】松原タニシ

定員：80人（先着順）
費用：前売500円、当日600円（全席自由）
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ平和堂、ひこね
市文化プラザほか

みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

お う み 狂 言 図 鑑
2 0 1 7 春 公 演

3月5日㈰
14：00～
（開場13：30）

みずほ文化センター
（ 田 原 町 ）
多 目 的 ホ ー ル

出演：茂山七五三、茂山あきら、茂山千五郎　ほか
定員：400人（先着順）
費用：一般2,000円、25歳以下1,000円（全席指定）
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ平和堂、ひこね
市文化プラザほか

みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

地 域 で 支 え る
認 知 症 研 修 会

2月9日㈭
13：30～15：00
（受付13：00～）

く す の き セ ン タ ー
（市立病院敷地内）
3 階 会 議 室 1

認知症は早くからの適切な関わりが大切です。認知症を
理解し、地域ぐるみで支援できるように、認知症の気づ
きを中心にお話しします。
滋賀県看護協会第5地区支部（友仁山崎病院　橋本さん）☎23-1800
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市
の
ご
み
排
出
量
（
平
成
27
年

度
）
は
約
４
万
ト
ン
で
、
そ
の

う
ち
約
３
万
１
千
ト
ン
が
「
燃

や
す
ご
み
」
で
す
。
ま
た
、
燃

や
す
ご
み
の
う
ち
、
約
４
割
は

「
生
ご
み
」で
す
。
生
ご
み
の
減

量
を
進
め
る
こ
と
で
、
効
果
的

に
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

生
ご
み
の
減
量
方
法

①
生
ご
み
に
し
な
い

ま
ず
は
「
生
ご
み
を
出
さ
な

い
工
夫
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
買
い
す
ぎ
な
い

無
駄
な
食
材
は
購
入
し
な
い

▼
作
り
す
ぎ
な
い

食
べ
残
さ
な
い
よ
う
、
作
る

量
は
適
量
に
す
る

▼
使
い
切
る

冷
蔵
庫
の
中
に
あ
る
食
材
で

料
理
す
る

②
水
分
を
減
ら
す

生
ご
み
の
約
８
割
は
水
分
で

す
。水
分
を
減
ら
す
こ
と
で
、生

ご
み
を
大
き
く
減
量
で
き
ま
す
。

▼
濡
ら
さ
な
い

野
菜
の
皮
や
使
え
な
い
部
分

は
、
洗
う
前
に
切
り
落
と
し

て
三
角
コ
ー
ナ
ー
と
は
別
に

す
る
な
ど
、
水
に
濡
ら
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
水
を
切
る

水
切
り
ネ
ッ
ト
を
使
う
な
ど
、

生
ご
み
の
水
分
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

▼
乾
燥
さ
せ
る

生
ご
み
を
１
日
日
干
し
す
る

だ
け
で
も
、
生
ご
み
に
含
ま

れ
る
水
分
を
大
き
く
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
堆
肥
化
す
る

生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
活
用

し
て
堆
肥
化
す
れ
ば
、
有
用
な

肥
料
と
な
り
ま
す
。
で
き
た
堆

肥
を
畑
や
花
壇
に
戻
す
こ
と
で
、

生
ご
み
の
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

 

生
ご
み
の
減
量
は
じ
め
ま
せ
ん
か

▼
交
差
点
ま
た
は
そ
の
付
近

交
差
点
内
を
避
け
、
道
路

の
左
側
に
寄
っ
て
、
一
時

停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
般
の
道
路

緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て

き
た
場
合
は
、
道
路
の
左

側
に
寄
っ
て
、
進
路
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
狭
い
道
路

緊
急
自
動
車
の
通
行
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
自
転
車
走
行
中
や
歩
行
中

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人

や
歩
道
の
な
い
道
路
を
歩

い
て
い
る
人
は
、
走
行
・

歩
行
を
止
め
進
路
を
譲
っ

て
く
だ
さ
い
。

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急

車
両
は
、
一
刻
も
早
く
現
場
に
到

着
し
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
の
消
防
活
動
を
行
っ
た
り
、
怪

我
や
病
気
の
人
を
速
や
か
に
医
療

機
関
へ
搬
送
し
た
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、道
路
の

右
側
部
分
に
車
体
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
は
み
出
し
て
通
行
す
る
こ

と
や
、
赤
信
号
の
交
差
点
に
進
入

で
き
る
こ
と
な
ど
の
特
例
が
、
法

律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
自
動
車
が
安
全

に
通
行
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

の
協
力
も
必
要
で
す
。
緊
急
自
動

車
が
接
近
し
て
き
た
場
合
は
、
下

の
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
車
両
の
走
行
に
、

　
　
　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

ま
た
、
緊
急
車
両
は
走
行
中
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
夜

間
で
も
サ
イ
レ
ン
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
サ
イ
レ
ン
音
に

つ
い
て
も
ご
理
解
を
願
う
と
共
に
、

円
滑
な
緊
急
走
行
の
た
め
に
も
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

除
雪
の
お
願
い

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
雪
に
埋

も
れ
た
状
態
で
火
災
が
発
生
す
る

と
、
消
火
す
る
水
の
確
保
に
時
間

が
か
か
り
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま

す
。消

防
署
で
も
、
消
火
栓
な
ど
が

雪
で
隠
れ
な
い
よ
う
に
除
雪
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
内
に
多

数
設
置
し
て
い
る
全
て
を
除
雪
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
域
で
除
雪
を
行
う
と
き
は
、

除
雪
し
た
雪
で
消
火
栓
な
ど
を
埋

め
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
雪
に
埋
も
れ
た
消
火

栓
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
除
雪
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427
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絵文字の使い方が
　　　　わからない私

ナターリャ
　　の部屋

第32回

日本に来た頃から、ずっと抱えている悩みが一
つあります。それは、年齢が近い人に対して、ど
のように声を掛けたらいいのかよく分からないと
いうことです。
私が初めて覚えた日本語は丁寧語でしたので、
どんなに年下や親しい相手でも、丁寧語を使って
しまったり、若者がよく使う言葉が分からなかっ
たりします。実は、「ありがとうございます」の親
しい友人向けの省略形である「あざっす」という
言葉は、数か月前に初めて知りました。流行りの
言葉が分からなくて、打ち解けた場面でも固い言
葉を使ってしまう私は、周りから見ると少し浮い
ていたかもしれません。
しかし、それよりも困ったことは、日本人の絵文
字の使い方です。日本に来てから1年が経った頃、
友達に「昨日のナターリャが送ったメッセージに
は、絵文字などが一つもなくて、怒っているのか
と思った」というようなことを言われました。私
は全然怒っていませんでしたが、当時は友達に文
章だけを書いて送ることが普通でした。そんなこ
とを友達に言われて、日本人が特に絵文字のよう
な記号をよく使っているのに初めて気づきました。
もちろん外国でも絵文字や顔文字などがありま
すが、ブラジル人はそれほど使っていません。どん
なに親しい友達でも、普段は文章だけを入力して
送ります。ブラジルでは、文字以外の記号をメッ
セージに入れるのは、幼稚な印象を与える場合が

あり、大人は顔文字などを使うのに少し抵抗があ
ると思います。
一方、日本では年齢に限らず誰でも絵文字、顔
文字などを普通に使いますので、日本ならではの
インターネットや携帯のメッセージの入力の仕方
は新鮮でした。実は、絵文字を初めて作り出した
のは日本の会社だったそうですし、日本語はあい
まいな表現が多い言語だからこそ、日本人はこの
ような文字を超えたコミュニケーションの仕方が
親しみやすいのではないかと思います。
私は友達に指摘されてから、いつもメッセージ
に絵文字などを入れたり、固い言葉が書いていな
いかどうか確認したりしています。年齢の近い人
にどのように接したらいいのかまだ分かっていま
せんし、日本人には堅苦しい印象などを与える時
があるかもしれませんので、話し方について色々
教えていただけると嬉しいです。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

ナターリャちゃん、
おはよ～☆
元気？( ゚ ∀ﾟ)

ひこたろう

おはようございます。
この間はありがとう
ございました。
元気です。

ほんまに大丈夫？

( ﾟ∀ﾟ) って
どういう意味？

●

 2月16日(木) 午後から開催
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第246回

茶
の
湯
で
は
、
11
月
か
ら
４
月
ま
で
の

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
の
時
期
、
茶
室
の

一
角
に
炉ろ

を
開
き
ま
す
。

　

炉
と
は
囲い

ろ

り
炉
裏
の
略
称
で
、
床
面
に
設

し
つ
ら

え
た
お
よ
そ
40
㎝
四
方
の
窪く

ぼ

み
の
こ
と
。

こ
こ
に
炭
を
く
べ
て
火
を
お
こ
し
、
釜
を

か
け
て
湯
を
沸
か
し
ま
す
。
５
月
か
ら
10

月
ま
で
は
炉
を
閉
じ
、
風ふ

ろ炉
と
い
う
火
鉢

状
の
器
を
用
い
て
火
を
お
こ
す
習
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
炉
の
へ
り
に
取
り
付
け
て

火
の
熱
が
畳
に
伝
わ
る
の
を
防
ぐ
、
炉ろ

縁ぶ
ち

と
い
う
道
具
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

炉
縁
の
多
く
は
木
製
で
、
木
地
そ
の
ま

ま
の
も
の
と
漆
で
地
塗
り
を
施
し
た
も
の

の
大
き
く
２
種
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
に

あ
し
ら
わ
れ
る
模
様
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
、

鮮
や
か
な
色い

ろ

漆う
る
しや
金
蒔ま

き

絵え

で
細
か
に
模
様

を
表
し
て
装
飾
的
に
仕
上
げ
た
品
も
あ
れ

ば
、
無
地
の
簡
潔
さ
を
生
か
し
た
品
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
材
質
や
模
様
は
、
季
節
や

求
め
ら
れ
る
格
式
の
違
い
な
ど
に
よ
り
使

い
分
け
が
な
さ
れ
る
の
で
す
。

　

写
真
の
炉
縁
（
写
真
①
）
は
、桑
の
艶
や

か
な
風
合
い
を
生
か
し
た
木
地
仕
上
げ
で

す
。こ
の
よ
う
な
木
地
の
炉
縁
は
、灰
が
付

い
て
も
目
立
た
な
い
の
で
、
お
も
に
、
風

で
灰
が
立
ち
や
す
い
春
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

意
匠
も
春
に
ふ
さ
わ
し
く
、
上
面
と
内
側

の
側
面
に
は
、
枝
が
長
く
垂
れ
下
が
っ
た

枝し

垂だ
れ

桜
の
模
様
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
（
写

真
②
）。

　

技
法
に
注
目
す
る
と
、
桜
の
花
と
幹
は
、

朱
漆
塗
り
の
上
に
金
粉
を
ま
い
て
表
さ
れ
、

葉
と
小
枝
は
、
黒
漆
を
塗
っ
た
上
に
金
泥

を
刷は

い
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
少
し

離
れ
て
見
る
と
、
花
は
朱
と
金
が
混
じ
り

合
っ
て
艶
の
あ
る
薄
紅
色
に
見
え
、
葉
は

光
を
受
け
て
燦さ

ん
ぜ
ん然
と
輝
い
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
春
の
暖
か
な
日
差
し
を
感
じ

さ
せ
る
優
れ
た
意
匠
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

桜
と
い
う
と
、
私
た
ち
現
代
人
の
多
く

が
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

と
い
う
江
戸
時
代
末
期
に
品
種
改
良
に
よ

り
生
み
出
さ
れ
た
桜
で
、
花
が
咲
い
た
後

に
葉
が
出
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
炉
縁
に
は
、
花
と
葉
が
同

時
に
出
る
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
、
古
く
か
ら
日
本
に
あ
っ
た
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
と
い
う
品
種
の
系
統
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

に
比
べ
る
と
華
や
か
さ
で
は
劣
り
ま
す
が
、

可
憐
で
優
し
い
雰
囲
気
に
魅
力
が
あ
り
ま

す
。

　

炉
縁
は
、
数
あ
る
茶
道
具
の
中
で
も
脇

役
中
の
脇
役
と
も
い
え
る
存
在
で
、
茶
会

記
に
も
ほ
と
ん
ど
書
き
留
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
素
材
や

模
様
に
目
を
向
け
る
と
、
季
節
の
移
ろ
い

が
確
か
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
花
爛ら

ん
ま
ん漫
の
季
節

に
先
駆
け
、
炉
辺
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
桜

の
意
匠
を
愛め

で
、
少
し
早
い
お
花
見
を
楽

し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

奥
田
晶
子
）

炉ろ

べ辺
に
咲
く
　
桜
の
意
匠▲写真①　桑木地桜蒔絵炉縁

写
真
の
作
品
は
、
常
設
展
「
ほ
ん
も

の
と
の
出
会
い
」
で
、
２
月
12
日
㈰

か
ら
３
月
７
日
㈫
ま
で
展
示
し
て
い

ま
す
。（
期
間
中
無
休
）

▲写真②　同部分



21 2017・2・1

▲「しずかなおはなし」

▼「ソーニャと森の魔女」

（
屏
風
・
小
袖
・
挟
箱
・
三
棚
）

◀
弥
千
代
の
雛
道
具

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

発

売

中

の

公

演

情

報

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

特

別

公

開

ギャラリートーク 　
2月4日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室6

観覧料が必要

2月 11日（土・祝）　開館30周年記念日
観覧者に、抽選で粗品を差し上げます（なくなり次第終了）。

2月の休館日　6日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪

自由

ロシアのお話から、深い森の中で生きるハリネズミや小さな
生き物たちの様子を描いた「しずかなおはなし」と、元気で働
き者の女の子が活躍する「ソーニャと森の魔女」を上演します。
0歳から大人まで、家族みんなで楽しめる人形劇です。

2月3日㈮～3月7日㈫　
「雛と雛道具」
　井伊直弼の愛娘（まなむすめ）弥千代（やちよ）の雛（ひな）
と 85件に及ぶ大揃いの雛道具を、地元の旧家に伝来した
古今雛や御殿飾りなどとともに公開します。

【発売中】
大人（中学生以上）　1,000円
子ども　500 円
※大人1人につき、2歳未満の子ども1人無料。

3月20日（月・祝） 11：00　メッセホール 4月2日㈰ 14：00　エコーホール

館内の設備工事による常設展示「ほんもの
との出会い」縮小と臨時休館のお知らせ
■常設展示「ほんものとの出会い」縮小
　通常は展示室2、3、5、6で開催している常設展示を、
　工事期間中は下記の展示室で行います。
　▶2月3日㈮～同11日（土・祝）　展示室2、3、5
　▶2月12日㈰～3月7日㈫　　 展示室5
　※2月11日（土・祝）まで展示室1でテーマ展、
　　2月3日㈮から展示室6で特別公開を開催
■臨時休館
　3月８日㈬、同9日㈭
詳しくは、当館ホームページでもご確認いただけます。

人形劇団クラルテ
　「しずかなおはなし」 
　　　　「ソーニャと森の魔女」

エコーメモリアル
チェンバーオーケストラ
　20周年記念定期演奏会
ひこね市文化プラザの開館とともに結成されたオーケストラも、
20 周年を迎えます。彦根にゆかりのある演奏家たちの素敵な演
奏を、ぜひお聴きください。

自由
【発売中】
一　般 3,000円

4月9日㈰ 14：00　エコーホール
オペラ物知り講座 in ひこね 10周年記念公演
　オペラ「魔笛」ハイライト
10 回目を迎える講座です。演出家・中村敬一がフリーメイソ

ンの秘密とアマデウスの人生をひもときながら、モーツァルトの
極上のオペラをお届けします。

自由
【発売中】
前　売 2,500円、当　日 2,800円

13：30
ロビーコンサート

※2月1日㈬、同2日㈭は展示替えのため、一部を閉室します。

【共催事業】

【協力事業】
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

平成28年度の対象者
　次の①②いずれかに当てはまる人
　①下表の生年月日の人

②60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸
器の機能に障害がある人またはヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫機能に障害を有する人

対象者には、平成28年 4月に予診票を郵送し
ています。公費助成が受けられる接種期間は3月
31日までです。（予防接種の実施日は医療機関によって
異なるため、早めに予約してください）
今まで一度も23価肺炎球菌ワクチンを接種した
ことがなく接種を希望する人は、早めに接種してく
ださい。（接種期間を過ぎると、自費での接種になります）
※予診票は医療機関にはありません。予診票を紛失
した人や転入してきた人は、 健康推進課に連絡
してください。

年齢 対象者の生年月日
昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生

昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生

昭和16年4月2日～昭和17年4月1日生

昭和11年4月2日～昭和12年4月1日生

昭和 6年4月2日～昭和 7年4月1日生

大正15年（昭和元年）4月2日～昭和2年4月1日生

大正10年4月2日～大正11年4月1日生

大正 5年4月2日～大正 6年4月1日生

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

高齢者肺炎球菌感染症の予防接種　接種期限は3月31日㈮まで
高齢者肺炎球菌感染症の予防接種は、平成26年 10月から平成30年度までの間に、1人1回、

定期接種の対象になる機会があります。対象となる年度のみ公費助成が受けられます。
また、平成31年度以降は65歳の人のみ定期接種の対象となります。

2 月 4日㈯～同 10日㈮　滋賀県がんと向き合う週間
私はがんになりません。そう言い切れるのは、2人に 1人。

知らないことが一番危険なのです。
▶がんを予防しましょう。
日本人の2人に1人ががんになり、3人に1人が亡くなっています。がんで
命を落とさないために、禁煙などがんにならない生活習慣を心がけましょう。

▶がん検診を受けましょう。「大人ももらおう！ 大事なからだの成績表」
がんは、早期に発見し、治療を行えば完治の可能性も高くなります。早期の
うちは自覚症状がありません。早期に発見するタイミングを逃すと進行がん
に移行するため、症状がないうちに定期的に検診を受けることが大切です。 ▲滋賀の健康づくりキャラクター

しがのハグ＆クミ

　　　 　ひこね元気クラブ 21

運動チーム
▶「歩こう会」の開催（毎月 21日）
▶イベントでの歩幅チェックや簡単にできる
運動のPR　など

食事チーム
▶イベントでの味覚チェック
▶「野菜たっぷりヘルシー弁当」
のメニュー考案　など

主 な 活 動 内 容

メンバー募集

ひこね元気クラブ21は、地域の皆さんの健康
づくりのお手伝いをしている自主活動グループで、
「運動チーム」「食事チーム」の2チームが活動し
ています。
健康に関心があり、自分の健康のためだけで

なく、地域で活動したい人を募集します。
問い合わせ先
ひこね元気クラブ21事務局（月・水・金）
☎080-2944-4281、FAX24-5870
健康推進課　☎24-0816、FAX24-5870
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西
澤　

凜り
ん

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

橋
本　

丈じ
ょ
う

ち
ゃ
ん

（
堀
町
）

八
木
杏あ

ん

菜な

ち
ゃ
ん

（
ハ
坂
町
）

福
西
孝よ

し

澄と

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

～春を迎えるためのダイエットレッスン～

冬場についた脂肪を落としたい人は、この機会に
日頃の食生活を見直してみませんか。

日時　3月6日㈪ 9：00～、10：30～
　　　〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養相
談を受け付けています。

栄 養 相 談

◀プレママの歯科健
診の申し込みＱＲ
コード

　妊婦友達を作りませんか。妊娠・
出産や、これからの子育てのこと
などみんなで楽しく話しましょう。
日時　2月24日㈮
13：30～ 15：00
（受付13:15～ 13:30）
場所　くすのきセンター1階
対象　彦根市に住民登録のある妊
娠16週以降の妊婦
持ち物　母子健康手帳
その他　託児はありません。
※申し込みは不要です。

　

妊娠中は、歯周病にかかりやす
いといわれています。歯科健診や
正しいブラッシング指導を受けて
みませんか。妊婦さんどうしの交
流もあります。
日時　2月23日㈭
13：30～ 15：30
（受付13:15～ 13:30）
場所　くすのきセンター1階
対象　彦根市に住民登録のある妊
娠16週以降の妊婦
申込期間　2月1日㈬～同10日
㈮

申込方法　健康推進課に電話か
FAX。QRコード対応の携帯電
話を使って申し込むこともでき
ます。
持ち物　母子健康手帳、手鏡、歯
ブラシ、コップ、口ふきタオル
その他　託児はありません。

プレママの歯科健診

パパママ学級

赤ちゃんのお世話（お風呂、おむつ交換、だっこの仕方）
や交流会をします。
日時　2月 25日㈯　9：30～ 12：00（受付9：
15～ 9：30）

場所　くすのきセンター１階
対象　市内に住民登録のある妊娠24週以降の夫婦
定員　18組（申込者多数の場合は、予定日が近い人、第
１子の人を優先します）

持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
申込期間　2月1日㈬～同10日㈮
申込方法　健康推進課に電話か FAX。QRコード
対応の携帯電話を使って申し込むこともできま
す。　
　※託児はありません。

プレママサロン　ららら♪

▶パパママ学級の
　申し込みＱＲコード
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国宝・彦根城築城410年祭
～直虎、直政からの継承、そして未来へ～
開催期間　3月18日㈯～12月 10日㈰

開催まで、あと 45 日

問い合わせ先　国宝・彦根城築城410年祭推進委員会事務局
（ 彦根城築城410年祭推進室内）☎30-6143、FAX22-1398

人口と世帯数
　　　　　　平成29年1 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数
　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,902人（+    3）
　 55,825人（+  60）
57,077人（－ 57）
46,472世帯（+  28）
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新たな一歩を踏み出す

新成人のつどい
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勇壮な鳶の技を披露

彦根市消防出初式
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